
JIHSの関わる感染症インテリジェンス

感染症の発生情報
•サーベイランス

•公式：公衆衛生当局、研究所等

•非公式：医療機関、アカデミア、メディア、SNS等

•積極的疫学調査

感染症に関する情報

•病原体のin vivo/vitro研究

•臨床的知見

•疫学的知見

社会的インパクトを含む評価のための情報

•医療・公衆衛生（サーベイランス、検査体制）

•社会インフラ

•政治・経済等社会情勢

研究開発に関する情報

•開発標的

•開発パイプライン

•開発要求

情報収集
分析
評価

統合・翻訳
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

情報要求

政策課題

意思決定
医療対応

公衆衛生対応
対抗医薬品(MCM)

 のR&D

統括庁・厚労省
関連中央省庁

感染症
インテリジェンス



感染症情報集約体制（感染症インテリジェンス・ハブ）

メディア主要Web等
EIOS

Bluedot
EpiWatch

感染症情報センター
発生動向調査

地方衛生研究所
病原体サーベイランス/検査依頼
リファレンスセンター

FETP派遣・拠点

海外専門機関・専門家ﾈｯﾄﾜｰｸ
WHO/US CDC/UK HSA/ECDC/China CDC/KDCA
WHO CC/etc.

学会・国際会議・論文等

医療機関等

指定医療機関ネットワーク

地方自治体

WHO

メディア

国家系機関

関係省庁

SNS
Spectee

Meltwater

内閣感染症危機管理統括庁

EBS日報

GOARN/海外調査派遣者

海外派遣者

AMEDネットワークコア拠点
(J-GRID+)

感染症対策支援サービス（IRS) 地方自治体

問合せ

感染症対策
情報共有会議

厚労省感染症対策部

• 適切な情報管理の下、関係省庁と密に連携しながら、広範で深い情報収集と集約を進め、JIHSの専門家の
専門的知見を最大限に活用した評価・分析をタイムリーに提供する組織的なインテリジェンス体制の構築を図る。

• 組織統合により、より広範な関係機関からの情報収集、疫学調査、病原体解析から臨床研究及び公衆衛生
研究までを総合的に実施し、多面的で統合された知見の提供が可能になる。

EBS/早期警戒
流行状況報告
リスク評価
臨床インテリジェンス

EBS:イベントベースドサーベイランス

研究活動

各種データベース等

学会・国際会議・論文等



情報収集・分析・リスク評価機能（Disease Intelligence）
におけるJIHSの取り組み

•迅速なデータ収集・分析体制の構築

•情報集約体制の拡充

•国内外のネットワーク形成

•コミュニケーションの強化

•インテリジェンスの人材育成



感染症に関する情報提供

https://id-info.jihs.go.jp/surveillance/index.html



感染症に関する情報提供

https://id-info.jihs.go.jp/ https://www.jihs.go.jp/content10/030/Dashboard.html



感染症に関する情報提供：リスク評価

https://id-info.jihs.go.jp/risk-assessment/nipah-virus-infection/20260130/index.html

• 感染・伝播性、重症度などから国内の公衆

衛生対応への影響が懸念される新興・再興

感染症について、科学的知見をまとめ、

国内の対策に資するリスク評価を実施

• JIHS発足後、以下の６報を発出

• 鳥インフルエンザH5N1（2025年4月）

• 麻しん（2025年4月）

• 百日咳（2025年5月）

• STSS（2025年9月）

• SFTS（2025年9月）

• 二パウイルス感染症（2026年1月）
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